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一

は
じ
め
に

上
場
会
社
の
株
式
保
有
は
い
わ
ゆ
る
チ
ェ
イ
ン
保
有
（eq

u
ity in

v
estm

en
t ch

a
in

）
に
よ
り
実
質
的
な
投
資
家
を
匿
名
と
し
て
な
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
取
引
の
匿
名
性
に
よ
る
取
引
当
事
者
間
の
相
互
信
頼
関
係
の
希
薄
さ
や
実
質
的
な
投
資
家
と
発
行
会
社

と
の
間
に
介
在
す
る
中
間
保
有
者
（

１
）

in
term

ed
ia
ries

）
間
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
の
不
整
合
を
生
み
出
し
、
も
っ
て
投
資
家
の
資
本
市
場
に

対
す
る
信
頼
を
毀
損
し
、
短
期
主
義
を
助
長
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る２

）。

こ
の
よ
う
な
幾
層
も
の
チ
ェ
イ
ン
保
有
そ
の
も
の
に
問
題
の
原
点
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
も
の
の
、
本
稿
の
視
角
は
か
か
る
株
式

保
有
に
伴
う
構
造
的
な
問
題
点
へ
の
処
方
箋
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く３

）、
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
イ
ン
保
有
に
お
け
る
法
的
不
確
実

性
が
生
み
出
す
問
題
点
を
個
別
化
し
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る４

）。
国
際
的
な
株
式
保
有
に
関
し
て
は
、
中
間
保
有
者
が
介
在
し
た
複

雑
な
保
有
構
造
に
よ
り
、
実
質
的
投
資
家
か
ら
は
中
間
保
有
の
実
像
が
み
え
に
く
く
、
権
利
義
務
の
主
体
や
責
任
の
所
在
が
明
確
で
は
な
い

と
い
う
意
味
で
の
不
確
実
性
の
問
題
に
加
え
、
法
域
ご
と
の
法
や
実
務
の
差
異
が
も
た
ら
す
不
確
実
性
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
準
拠
法
決

定
の
問
題
に
集
約
さ
れ
よ
う５

）。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
準
拠
法
決
定
の
問
題
以
前
に
、
こ
れ
ら
連
鎖
を
個
別
化
し
て
法
律
関
係
を
検
討
し
う
る

の
か
、
あ
る
い
は
全
体
と
し
て
一
個
の
法
律
関
係
を
観
念
し
う
る
の
か
、
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
は
な
い
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
上
場
証
券
の
振
替
決
済
に
関
し
て
は
、
中
間
保
有
者
（
口
座
管
理
機
関
）
が
複
数
介
在
し
て
も
証
券
上
の
物
権
的

権
利
は
同
一
性
を
保
っ
て
個
別
的
に
移
転
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
加
入
者
╱
投
資
家
と
発
行
会
社
と
の
法
律
関
係
は
直
接
的
で
あ
る
と
の
見

解
が
採
ら
れ
て
い
る
（
少
な
く
と
も
、

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
は
そ
の
よ
う
な
立
場
に
よ
っ
て
い
る６

））。
こ
れ
は
証
券
の

振
替
決
済
と
い
う
前
提
と
な
る
法
律
行
為
の
性
質
（
物
権
の
移
転
）
が
銀
行
口
座
間
の
振
込
み
の
よ
う
な
行
為
（
債
権
の
得
喪
）
と
は
異
な

る
と
い
う
認
識
か
ら
の
構
成
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
口
座
管
理
機
関
に
お
け
る
証
券
は
混
蔵
保
管
さ
れ
、
加
入
者
╱
投
資
家
は
そ
の
共
有

持
分
権
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
と
な
る
点
な
ど
、
代
替
可
能
な
目
的
物
の
保
管
・
管
理
と
い
う
側
面
に
着
目
す
る
と
、
い
っ
た
ん
混
蔵
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プ
ロ
セ
ス
を
経
た
あ
と
加
入
者
╱
投
資
家
の
具
体
化
か
つ
個
別
化
さ
れ
た
証
券
上
の
権
利
と
し
て
相
手
方
に
移
転
す
る
こ
と
の
説
明
が
難
し

い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
事
実
上
間
接
保
有
で
あ
る
も
の
を
法
的
に
加
入
者
╱
投
資
家
と
発
行
会
社
と
の
直
接
的
な
権
利
付
け
を

擬
制
し
て
い
る
の
で
、
実
態
な
い
し
実
務
に
そ
ぐ
わ
な
い
「
軋
み
」
が
生
じ
て
い
る７

）。

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
は
、
国
際
的
な
株
式
保
有
に
必
然
的
に
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
複
数
の
階
層
保
有
に
お
け
る
カ
ス
ト
デ
ィ
ア

ン
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
を
主
な
対
象
と
す
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
と
の
そ
の
密
接
な
関
係
性
ゆ
え
サ
ブ
・

カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
）
と
顧
客
╱
投
資
家
と
の
法
律
関
係
に
つ
き
、
資
産
の
保
管
・
決
済
の
側
面
に
も
っ
ぱ
ら
焦
点
を

あ
て
つ
つ
、
実
務
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
国
際
的
な
証
券
決
済
に
関
す
る
準
拠
法
決
定
の
問
題
や
実
質
法
上
の
論
点
を

広
範
に
取
り
上
げ
外
国
法
の
状
況
を
も
踏
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
先
行
研
究
は
す
で
に
重
厚
で
あ
る８

）。
他
方
、
法
域
間
で
の
法
制
度
・
実
務
の

差
異
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
法
制
度
統
一
を
目
的
と
す
る
抵
触
法
レ
ヴ
ェ
ル
お
よ
び
実
質
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
二
つ
の
条
約
が
そ
れ
ぞ
れ

ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
（H

a
g
u
e C

o
n
feren

ce o
n P

riv
a
te In

tern
a
tio
n
a
l L
a
w

）
お
よ
び
私
法
統
一
国
際
協
会
（In

stitu
te fo

r th
e

 
In
tern

a
tio
n
a
l U

n
ifica

tio
n o

f P
riv
a
te L

a
w
;
U
N
ID
R
O
IT

）
の
主
導
に
よ
っ
て
成
立
し
て
お
り９

）、
現
在
に
至
る
も
未
発
効
と
は
い
え

こ
れ
ら
の
条
約
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
検
討
成
果
も
す
で
に
蓄
積
し
つ
つ
あ
る10

）。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
多
く
を
負
う
に
と
ど
ま
ら

ず
、
さ
ら
に
屋
上
屋
を
架
す
る
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
に
些
か
な
り
と
も
意
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
近
時
の
新
た
な

動
き
を
踏
ま
え
つ
つ
今
日
的
文
脈
で
再
検
討
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

以
下
、
本
稿
第
二
節
に
お
い
て
は
、
法
的
構
成
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
ま
ず
、
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
イ
ン
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
の
意
義
お
よ
び
機
能
を
明
確
化
し
、
当
該
業
務
を
巡
る
当
事
者
間
の
法
律
関
係
を
整
理
す
る
。
第
三
節
に
お
い
て

は
、
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
を
組
み
込
ん
だ
多
階
層
保
有
に
係
る
証
券
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
国
際
的
な
潮
流
を
浮
き
彫
り
に
し
、
国
際
的
に
共

通
化
さ
れ
た
法
的
論
点
を
摘
示
す
べ
く
、
抵
触
法
お
よ
び
実
質
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
採
択
さ
れ
た
上
記
二
条
約
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
加
入
者
╱
投
資
家
と
口
座
管
理
機
関
、
口
座
管
理
機
関
間
、
お
よ
び
口
座
管
理
機
関
と
決
済
機
関
間
の
法
的
構
成
に
示
唆
を
得
る
こ
と
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と
す
る
。
第
四
節
に
お
い
て
は
、
証
券
の
振
替
決
済
に
関
し
決
済
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
口
座
管
理
機
関
と
加
入
者
╱
投
資
家
等
、
関

係
者
間
の
法
的
構
成
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
負
い
な
が
ら
検
討
す
る
。
第
五
節
に
お
い
て
は
、
前
節
ま
で
の
諸
検
討
に
よ
り
得
ら
れ
た
示
唆

等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
証
券
の
多
階
層
保
有
関
係
を
信
託
に
基
づ
く
個
別
の
法
的
関
係
の
連
鎖
（
間
接
保
有
構
成
）
と

構
成
す
る
こ
と
の
可
能
性
お
よ
び
妥
当
性
を
検
証
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
を
営
む
者
の
こ
と
を
「
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
」
と
称
し
て
い
る
。

二

グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
を
巡
る
法
律
関
係

本
節
で
は
、
第
三
節
以
下
の
考
察
に
先
立
ち
、
ま
ず
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
イ
ン
に
組
み
込
ま
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ

業
務
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
当
該
業
務
を
巡
る
当
事
者
間
関
係
お
よ
び
法
律
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。
本
稿
の
主
題
で
あ
る
い
わ

ゆ
る
チ
ェ
イ
ン
保
有
と
の
関
わ
り
で
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
を
巡
る
法
律
関
係
を
捉
え
る
試
み
に
お
い
て
、
そ
の
実
像
を
抜
き
に
議
論
を
進
め
て

も
実
務
と
乖
離
し
た
空
疎
な
結
果
し
か
も
た
ら
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
の
法

的
性
質
や
顧
客
╱
投
資
家
お
よ
び
他
の
中
間
保
有
者
等
と
の
法
的
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
外
国
証
券
の
取
引
が
活
発
化
す
れ
ば
、
ク
ロ
ス
・
ボ
ー
ダ
ー
で
の
証
券
の
保
管
や
決
済
の
機
会
も
増
え
る11

）。
そ
れ
に

伴
い
、
海
外
の
機
関
投
資
家
ら
が
こ
れ
ら
事
務
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
す
る
要
請
も
高
ま
る12

）。
ま
た
、
運
用
と
保
管
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
取

引
コ
ス
ト
が
減
少
す
る
。
さ
ら
に
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
た
る
機
関
投
資
家
に
あ
っ
て
は
、
顧
客
の
資
金
を
預
か
る
立
場
に
あ
り
、
自

ら
株
式
を
購
入
し
て
名
義
株
主
と
な
る
こ
と
は
顧
客
と
の
利
益
相
反
を
生
む
可
能
性
が
あ
り
、
現
実
に
は
ノ
ミ
ニ
ー
に
証
券
保
有
を
委
託
せ

ざ
る
を
え
な
い13

）。
証
券
が
無
券
面
化
さ
れ
、
振
替
決
済
に
よ
っ
て
取
引
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
口
座
管
理
機
関
や
振
替
機
関
を
介
さ
ざ
る

を
え
な
い
の
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
は
不
可
避
で
あ
る14

）。

論 説
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一
九
七
〇
年
代
に
米
国
で
年
金
基
金
の
対
外
証
券
投
資
が
開
放
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
機
関
投
資
家
の
外
国
投
資
が
本
格
化
し
、
対
外

投
資
対
象
国
が
急
増
す
る
と
国
（
市
場
）
別
の
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
へ
の
委
託
が
か
え
っ
て
煩
雑
と
な
っ
た
た
め
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
有
す
る
大
手
の
米
国
銀
行
を
中
心
に
他
国
通
貨
資
産
の
一
括
管
理
を
行
う
サ
ー
ヴ
ィ
ス
が
登
場
し
、
こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ

業
務
の
嚆
矢
と
な
っ
た
と
さ
れ
る15

）。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
に
関
す
る
法
的
定
義
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
実
務
上
「
他
通
貨
資
産
（
資
金
、
証
券
等
）
に
係
る
保
管
、

決
済
、
会
計
処
理
、
保
有
資
産
に
関
す
る
報
告
等
を
一
元
的
に
行
う
国
際
金
融
業
務
」
が
当
該
業
務
内
容
と
さ
れ
る16

）。
実
務
的
に
は
、
欧
米

の
大
手
金
融
機
関
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
を
担
う
こ
と
が
多
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
商
業
銀
行
は
付
随
業
務
と
し
て
の
保

護
預
り17

）、
信
託
銀
行
は
信
託
業
務
の
委
託18

）、
証
券
会
社
は
有
価
証
券
等
管
理
業
務
（
分
別
管
理19

））
と
い
う
形
で
業
法
に
基
づ
い
て
カ
ス
ト

デ
ィ
業
務
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
マ
ス
タ
ー
ト
ラ
ス
ト
信
託
銀
行
、
資
産
管
理
信
託
銀
行
、
お
よ
び
日
本
ト
ラ
ス
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

信
託
銀
行
の
い
ず
れ
も
信
託
銀
行
が
わ
が
国
に
お
け
る
主
要
な
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
に
つ
い
て

は
、
欧
米
に
比
し
て
未
発
展
で
あ
る20

）。

海
外
投
資
家
が
日
本
の
上
場
会
社
の
株
式
を
購
入
す
る
に
際
し
て
は
、
海
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
を
通
じ
て
保
有
し
、
さ

ら
に
日
本
国
内
に
も
常
任
代
理
人
（
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
、
サ
ブ
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
）
を
置
く
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
全
国

株
懇
連
合
会
理
事
会
の
「
外
国
株
主
に
関
す
る
統
一
取
扱
指
針21

）」

以
下
「
株
懇
指
針
」
と
い
う
。）
に
即
し
た
実
務
で
あ
る
し22

）、
ま
た
、
当

該
指
針
策
定
の
背
景
に
は
証
券
の
保
管
・
決
済
・
名
義
書
換
請
求
、
利
金
・
配
当
金
受
領
、
あ
る
い
は
、
情
報
収
集
等
の
た
め
、
そ
う
す
る

現
実
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
に
お
け
る
顧
客
╱
投
資
家
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
、
お
よ
び
、
サ
ブ
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン

（
常
任
代
理
人
）
と
の
関
係
は
、
顧
客
╱
投
資
家
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
に
証
券
を
預
託
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン

は
さ
ら
に
当
該
顧
客
╱
投
資
家
の
証
券
を
投
資
先
国
の
サ
ブ
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
に
再
預
託
す
る
と
い
う
関
係
に
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ

（83-３- ）317 51
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ス
ト
デ
ィ
ア
ン
は
証
券
ご
と
に
全
顧
客
の
保
有
分
を
と
り
ま
と
め
て
、
投
資
先
国
の
サ
ブ
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
の
口
座
に
自
己
名
義
で
一
括

預
託
す
る
。
顧
客
╱
投
資
家
は
、
混
蔵
保
管
さ
れ
た
証
券
に
つ
い
て
、
共
有
持
分
権
を
有
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る23

）（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

後
述
第
四
節
（
四
）
も
参
照
）。
な
お
、
証
券
の
振
替
決
済
に
際
し
て
は
、
顧
客
╱
投
資
家
の
依
頼
に
基
づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト

デ
ィ
ア
ン
か
ら
の
指
図
が
な
い
か
ぎ
り
、
証
券
銘
柄
ご
と
に
一
括
し
て
当
該
国
内
の
振
替
機
関
口
座
に
サ
ブ
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
名
義
で
登

録
さ
れ
る24

）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
有
価
証
券
の
保
管
・
決
済
を
中
心
と
し
た
有
価
証
券
管
理
や
そ
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
業
務
の
核
の
一

つ
を
な
し
て
い
る25

）。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
と
顧
客
╱
投
資
家
と
の
間
の
法
律
関
係
は
、
従
来
、
代
理26

）、

準
）
委
任27

）、
お
よ
び
寄
託28

）の
混
合
契
約

と
構
成
さ
れ
て
き
た29

）。
た
だ
し
、
信
託
銀
行
や
信
託
業
務
の
兼
営
の
認
可
を
受
け
た
他
の
金
融
機
関
が
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
・
ト
ラ
ス
テ
ィ
と

し
て
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
を
担
う
場
合
に
は
、
信
託
と
な
る30

）。
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
が
口
座
管
理
機
関
と
し
て
有
価
証
券
の
振
替
決
済
に
組
み
込

ま
れ
る
場
合
を
も
含
め
た
そ
の
法
的
構
成
に
つ
い
て
は
、
次
節
以
下
で
改
め
て
検
討
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
が
顧
客
╱
投
資
家
の
代
理
人
と
し
て
取
引
等
を
行
う
こ
と
は
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
、

実
務
で
は
、
多
く
の
場
合
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
は
顧
客
╱
投
資
家
の
代
理
人
と
し
て
で
は
な
く
本
人
と
し
て
、
ま
た
、
サ

ブ
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
を
自
己
の
代
理
人
と
し
て
、
相
手
方
と
取
引
等
を
行
う31

）。
し
た
が
っ
て
そ
の
背
後
に
い
る
顧
客
╱
投
資
家
は
覆
面
で

あ
る
が
、
取
引
等
の
相
手
方
は
背
後
の
顧
客
╱
投
資
家
の
顕
名
化
を
必
ず
し
も
積
極
的
に
望
ん
で
は
い
な
い
と
さ
れ
る32

）。

三

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
に
お
け
る
口
座
管
理
機
関
と
顧
客
╱
投
資
家
と
の
権
利
関
係

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
の
中
核
を
な
す
の
は
有
価
証
券
管
理
お
よ
び
決
済
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン

の
直
上
位
に
は
投
資
先
国
の
サ
ブ
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
が
口
座
管
理
機
関
と
し
て
重
層
的
に
繋
が
っ
て
い
る
た
め
、
投
資
先
国
に
お
い
て
振

（法政研究83-３- ）52 318
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替
決
済
が
行
わ
れ
る
際
の
法
的
構
成
を
検
討
す
る
作
業
は
避
け
ら
れ
な
い
。
本
節
以
下
で
は
、
国
際
的
な
問
題
認
識
と
対
応
状
況
な
ら
び
に

国
内
で
の
議
論
状
況
お
よ
び
問
題
点
の
検
討
を
行
う
。
本
節
は
か
か
る
序
列
に
従
い
、
国
際
的
に
共
有
さ
れ
て
き
た
問
題
意
識
と
そ
れ
ら
問

題
意
識
に
出
た
議
論
状
況
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
本
稿
冒
頭
に
触
れ
た
、
抵
触
法
お
よ
び
実
質
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
起
草
さ
れ

た
統
一
条
約
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
沿
革
と
内
容
を
こ
の
目
的
の
も
と
採
択
さ
れ
た
二
つ
の
条
約
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に
し
つ
つ
、

概
観
す
る
。
と
り
わ
け
、
加
入
者
╱
投
資
家
と
口
座
管
理
機
関
、
振
替
機
関
、
お
よ
び
、
発
行
会
社
と
の
多
階
層
関
係
に
関
す
る
基
礎
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
意
を
用
い
る
。

（
一
）
沿
革
｜
ハ
ー
グ
条
約
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
へ
｜

証
券
の
不
動
化
、
大
券
化
、
さ
ら
に
無
券
面
化
は
、
と
り
わ
け
先
進
国
市
場
に
お
け
る
証
券
決
済
の
特
徴
と
し
て
一
九
八
〇
年
代
頃
よ
り

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
、
同
様
の
状
況
の
も
と
、
証
券
の
不
動
化
、
大
券
化
が
進
ん
だ
（
後

述
第
四
節
、
参
照
）。
株
券
等
は
大
券
化
さ
れ
て
集
中
管
理
さ
れ
、
投
資
家
間
の
取
引
に
お
い
て
現
実
に
流
通
し
な
い
よ
う
に
な
る
と
、
保

管
振
替
機
関
や
顧
客
口
座
を
有
す
る
口
座
管
理
機
関
、
す
な
わ
ち
金
融
機
関
等
の
業
務
の
円
滑
化
や
安
定
、
財
政
の
健
全
性
に
も
っ
ぱ
ら
関

心
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
機
関
へ
の
信
頼
は
公
法
的
監
督
規
制
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
。

同
様
に
、
私
法
の
平
面
で
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
が
、
既
存
の
有
価
証
券
法
理
の
再
構
成
の
問
題
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
等
で
は
新
た
な
立
法
が
行
わ
れ
た33

）。
そ
こ
で
は
、
口
座
へ
の
記
載
・
記
録
の
法
的
意
味
、
振
替
手
続
、
譲
渡
意
思

の
撤
回
可
能
期
間
、
決
済
の
終
了
と
譲
渡
の
効
力
発
生
、
等
に
関
す
る
事
項
が
対
象
と
さ
れ
た
。

証
券
決
済
の
国
際
化
が
進
む
に
つ
れ
、
準
拠
法
の
決
定
に
関
す
る
問
題
も
生
じ
て
き
た
。
多
層
の
階
層
保
有
が
複
数
の
国
に
跨
る
と
き
、

こ
の
問
題
は
と
く
に
現
実
化
す
る
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
（P

la
ce o

f th
e R

elev
a
n
t In

term
ed
ia
ry

）、
す
な
わ
ち
、

（83-３- ）319 53

多階層保有証券に関する一覚書（上田）



口
座
へ
の
記
載
・
記
録
に
よ
り
投
資
家
が
有
す
る
権
利
の
法
的
性
格
や
そ
の
権
利
移
転
、
当
該
権
利
を
巡
っ
て
競
合
す
る
権
利
の
調
整
等
は
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
権
利
の
記
載
・
記
録
が
な
さ
れ
て
い
る
口
座
を
管
理
す
る
中
間
保
有
者
を
基
準
と
し
て
決
定
さ
れ
る
準
拠
法
が
規
律
す

る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
一
九
九
八
年
に
採
用
し
た34

）。
も
っ
と
も
、
同
様
の
問
題
は
Ｅ
Ｕ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
国
際
的
な
検
討
課
題

と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
は
、
一
九
九
九
年
に
統
一
条
約
の
起
草
に
向
け
て
舵
を
切
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
に
は

当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、T

h
e H

a
g
u
e C

o
n
v
en
tio
n o

n th
e L

a
w
 
A
p
p
lica

b
le to

 
C
erta

in
 
R
ig
h
ts in

 
resp

ect o
f

 
S
ecu

rities H
eld w

ith a
n

35
）

In
term

ed
ia
ry

（
以
下
「
Ｈ
Ｓ
Ｃ
」
と
い
う
。）
が
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
七
月
五
日
に
ス
イ
ス
と
米
国
が

署
名
し
た
（
批
准
し
た
の
は
ス
イ
ス
と
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
の
み
で
、
未
発
効
で
あ
る
）。
Ｅ
Ｕ
指
令
の
立
場
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
た
と
え
ば
、

準
拠
法
決
定
基
準
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
当
事
者
自
治
を
組
み
込
む
（
証
券
口
座
保
管
契
約
に
お
い
て
準
拠
法
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、
当
該
準
拠
法
国
に
て
口
座
管
理
機
関
が
営
業
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る36

））
な
ど
、
修
正
が
図
ら
れ
た
も
の
の
、
Ｅ
Ｕ
の
主

要
加
盟
国
や
欧
州
中
央
銀
行
が
Ｈ
Ｓ
Ｃ
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
た
め
、
今
後
も
発
効
す
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い37

）。

統
一
条
約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
た
と
え
締
約
国
の
賛
同
を
得
ら
れ
ず
未
発
効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
共
通
の
問
題

点
へ
の
理
解
は
深
ま
り
、
あ
る
程
度
の
問
題
解
決
は
図
ら
れ
た
と
の
認
識
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
た
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
懸
案
と
な
っ

た
の
が
、
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
イ
ン
を
巡
る
法
律
関
係
の
明
確
化
に
資
す
る
実
質
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
統
一
条
約
の
起
草
で
あ
る38

）。

二
〇
〇
二
年
に
は
ロ
ー
マ
に
お
い
てU

N
ID
R
O
IT

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
が
発
足
し
、
法
的
リ
ス
ク
や
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク

の
低
減
、
お
よ
び
、
市
場
の
効
率
性
の
向
上
に
資
す
る
範
囲
で
統
一
ル
ー
ル
を
模
索
す
る
こ
と
と
し
た39

）。
①
上
位
（
加
入
者
の
直
上
位
よ
り

上
位
）
機
関
へ
の
差
押
え
の
禁
止
、
②
有
効
な
譲
渡
の
法
的
要
件
、
③
物
上
担
保
の
設
定
と
実
現
、
④
統
一
化
さ
れ
て
い
な
い
処
分
形
態
の

利
用
可
能
性
、
⑤
善
意
取
得
者
の
保
護
、
⑥
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
決
済
の
可
能
性
、
⑦
決
済
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
テ
ィ
と
撤
回
不
能
、
⑧
条
件
付
増
加

記
載
・
記
録
お
よ
び
条
件
不
成
就
の
場
合
の
抹
消
の
可
能
性
、
⑨
加
入
者
の
口
座
に
記
載
・
記
録
さ
れ
た
証
券
数
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
の

損
失
配
分
、
お
よ
び
、
⑩
振
替
決
済
シ
ス
テ
ム
運
営
者
お
よ
び
参
加
者
破
産
時
の
加
入
者
の
保
護
、
な
ど
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
時
に
検
討
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点
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
は
四
部
会
に
分
か
れ
て
二
年
余
の
検
討
を
経
た
結
果
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
は

中
間
試
案
を
と
り
ま
と
め40

）、
そ
の
後
の
検
討
は
、U

N
ID
R
O
IT

の
運
営
審
議
会
（G
o
v
ern

in
g
 
C
o
u
n
cil

）
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
る
政
府

専
門
家
委
員
会
（C

o
m
m
ittee o

f G
o
v
ern

m
en
ta
l E
x
p
erts

）
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
該
委
員
会
も
ま
た
、
四
部
会
に
分
か

れ
、
二
〇
〇
五
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
九
月
ま
で
検
討
を
重
ね
た
。

そ
の
後
当
該
委
員
会
は
、
部
会
間
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
参
加
や
外
部
専
門
家
等
へ
の
諮
問
結
果
を
踏
ま
え
八
週
間
程
度
の
さ
ら
な
る

検
討
を
加
え
、
中
間
試
案
に
大
幅
に
加
筆
修
正
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
、
と
も
あ
れ
執
行
部
は
当
該
修
正
版
を
二
〇
〇
八
年
九
月
に
ス
イ

ス
政
府
を
主
催
国
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
開
催
地
と
す
る
外
交
会
議
の
場
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
五
二
か
国
の
代
表
、
欧
州
共
同
体
か
ら
の

オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
、
お
よ
び
一
一
の
国
際
機
関
等
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
か
れ
た
第
一
読
会
お
よ
び
第
二
読
会
に
参
加
し
た
。
最
終
部
会
は
二

〇
〇
九
年
一
〇
月
に
同
じ
く
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
催
さ
れ
、T

h
e U

N
ID
R
O
IT
 
C
o
n
v
en
tio
n o

n S
u
b
sta
n
tiv
e R

u
les fo

r In
term

ed
ia
t-

ed S
ecu

rities
(T
h
e G

en
ev
a S

ecu
rities

41
）

C
o
n
v
en
tio
n
)

（
以
下
「
Ｇ
Ｓ
Ｃ
」
と
い
う
。）
が
採
択
さ
れ
た
。

（
二
）
ハ
ー
グ
条
約
と
の
違
い

こ
こ
で
は
、
両
条
約
を
対
比
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
み
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
ま
ず
、
Ｈ
Ｓ
Ｃ
と
Ｇ
Ｓ
Ｃ
と
で
は
、
目
的
が
異

な
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
は
実
質
法
の
統
一
を
目
的
と
す
る
条
約
で
あ
っ
て
、
国
際
私
法
上
の
準
則
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
Ｈ
Ｓ
Ｃ
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
適
用
の
可
否
が
決
ま
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。

Ｇ
Ｓ
Ｃ
は
、
条
約
の
適
用
対
象
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
、
①
適
用
さ
れ
る
抵
触
法
ル
ー
ル
が
締
約
国
法
を
準
拠
法
と
定
め
る
場
合
、
②
締

約
国
法
以
外
の
法
の
適
用
に
帰
結
し
な
い
場
合
に
当
該
条
約
が
適
用
さ
れ
る
と
定
め
る
の
み
で
あ
る42

）。
す
な
わ
ち
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
は
、
連
結
点
に

関
す
る
明
文
規
定
を
置
か
ず
、
法
廷
地
の
抵
触
法
ル
ー
ル
に
委
ね
て
い
る43

）。
仮
に
Ｇ
Ｓ
Ｃ
が
発
効
し
た
場
合
に
は
、
法
廷
地
の
抵
触
法
ル
ー

（83-３- ）321 55
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ル
に
よ
り
締
約
国
の
実
質
法
が
準
拠
法
と
な
る
か
ぎ
り
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
法
廷
地
が
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
締
約
国
に
あ
る
か
否
か
に

関
わ
ら
ず
、
そ
の
抵
触
法
ル
ー
ル
に
よ
り
締
約
国
法
（
非
締
約
国
法
）
を
準
拠
法
と
す
べ
き
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
規
定
は

適
用
さ
れ
る
（
適
用
さ
れ
な
い
）。

法
廷
地
国
は
自
国
法
が
準
拠
法
と
な
ら
な
い
場
合
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
お
よ
び
準
拠
法
と
な
る
締
約
国
の
宣
言
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い44

）。
締

約
国
の
宣
言
は
実
質
法
の
適
用
に
関
す
る
オ
プ
ト
・
イ
ン
ま
た
は
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ

も
ま
た
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
が
実
質
法
に
関
す
る
定
め
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
規
定
と
み
る
こ
と
が
で
き
る45

）。

こ
れ
に
対
し
、
Ｈ
Ｓ
Ｃ
は
、
条
約
の
適
用
対
象
を
制
限
的
列
挙
に
よ
っ
て
定
め
て
い
る
（
①
証
券
口
座
へ
の
記
録
に
よ
っ
て
生
じ
る
権
利

の
法
的
性
質
な
ら
び
に
そ
の
口
座
管
理
機
関
お
よ
び
第
三
者
に
対
す
る
効
果
、
②
口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
証
券
の
処
分
の
法

的
性
質
な
ら
び
に
そ
の
口
座
管
理
機
関
お
よ
び
第
三
者
に
対
す
る
効
果
、
③
証
券
の
処
分
に
関
す
る
対
抗
要
件
、
④
証
券
上
の
権
利
の
得
喪

や
優
先
関
係
、
⑤
加
入
者
お
よ
び
加
入
者
と
権
利
の
帰
属
を
争
う
者
と
の
間
が
あ
る
場
合
の
口
座
管
理
機
関
の
義
務
、
⑥
口
座
管
理
機
関
の

保
有
証
券
に
係
る
権
利
の
実
現
の
た
め
の
要
件
、
⑦
口
座
管
理
機
関
の
保
有
証
券
の
処
分
が
配
当
、
収
益
、
売
却
金
等
の
利
益
に
与
え
る
影

響
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
が
、
債
権
的
関
係
は
含
ま
れ
な
い
）
も
の
の46

）、
こ
れ
は
上
記
し
た
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
適
用
対
象47

）よ
り
狭
く
、
厳
密
に
い
え

ば
、
前
記
し
た
よ
う
な
Ｈ
Ｓ
Ｃ
に
よ
り
Ｇ
Ｓ
Ｃ
が
律
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

Ｈ
Ｓ
Ｃ
は
、
概
し
て
い
え
ば
、
証
券
自
体
の
、
あ
る
い
は
証
券
の
信
用
か
ら
証
券
の
保
管
口
座
へ
至
る
諸
権
利
、
お
よ
び
、
中
間
保
有
機

関
に
よ
る
保
有
証
券
の
処
分
等
に
関
す
る
物
権
的
側
面
を
規
定
し
、
口
座
加
入
者
（
顧
客
╱
投
資
家
）
と
口
座
管
理
機
関
や
処
分
の
際
の
当

事
者
間
の
契
約
に
由
来
す
る
債
権
的
権
利
に
は
適
用
さ
れ
な
い48

）。
条
約
の
適
用
対
象
と
し
て
の
上
記
制
限
的
列
挙
事
項
に
対
し
て
は
、
Ｈ
Ｓ

Ｃ
が
定
め
る
抵
触
法
ル
ー
ル
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
準
拠
法
が
包
括
的
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
準
拠
法
が
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の

締
約
国
法
で
あ
る
場
合
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
ま
た
は
条
約
外
法49

）（
条
約
以
外
の
締
約
国
法
）
が
上
記
制
限
列
挙
事
項
に
適
用
さ
れ
る
。

他
方
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
は
、
概
し
て
、
①
口
座
加
入
者
（
顧
客
╱
投
資
家
）
が
中
間
保
有
者
ま
た
は
第
三
者
に
対
し
有
す
る
証
券
上
の
権
利
の
有

（法政研究83-３- ）56 322

論 説



効
性50

）、
②
支
払
不
能
の
際
の
管
財
人
に
対
す
る
証
券
上
の
権
利
・
利
益
の
有
効
性51

）、
③
口
座
加
入
者
（
顧
客
╱
投
資
家
）
と
中
間
保
有
者
と

の
契
約
関
係52

）、
④
口
座
加
入
者
（
顧
客
╱
投
資
家
）
の
発
行
会
社
に
対
す
る
一
定
の
権
利
行
使53

）、
等
の
定
め
を
中
心
と
し
、
こ
れ
ら
の
準
拠

法
を
決
定
す
る
包
括
的
な
抵
触
法
ル
ー
ル
は
措
定
さ
れ
て
い
な
い
。
法
廷
地
の
抵
触
法
ル
ー
ル
に
基
づ
き
個
別
に
準
拠
法
を
決
定
し
て
解
決

し
て
い
く
こ
と
と
な
る54

）。

口
座
加
入
者
（
顧
客
╱
投
資
家
）
に
対
す
る
中
間
保
有
者
の
契
約
上
の
義
務
の
よ
う
な
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
射
程
外
で
は
あ
る
が
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
射
程
内

の
法
律
関
係
に
対
し
て
は
、
法
廷
地
の
契
約
上
の
債
権
債
務
関
係
に
関
す
る
抵
触
法
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。
Ｇ
Ｓ
Ｃ
締
約
国
法
が
準
拠
法

で
あ
れ
ば
、
中
間
保
有
者
が
口
座
加
入
者
（
顧
客
╱
投
資
家
）
に
対
し
負
う
べ
き
義
務
等
に
関
す
る
Ｇ
Ｓ
Ｃ
一
〇
条
が
適
用
さ
れ
る
。

（
三
）
各
階
層
の
個
別
化

Ｇ
Ｓ
Ｃ
は
、
複
数
の
階
層
序
列
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
イ
ン
を
口
座
加
入
者
（
顧
客
╱
投
資
家
）
と
中
間

保
有
者
、
あ
る
い
は
、
中
間
保
有
者
間
の
個
別
の
法
律
関
係
に
分
断
し
、
そ
の
う
え
で
、
口
座
加
入
者
の
証
券
口
座
を
保
管
す
る
中
間
保
有

者
を
他
の
中
間
保
有
者
と
区
別
し
、
当
該
中
間
保
有
者
の
準
拠
法
を
実
質
法
と
す
る
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｓ
Ｃ

も
ま
た
、
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
イ
ン
に
お
け
る
各
層
を
個
別
化
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
両
者
は

調
和
し
、
ま
た
抵
触
法
・
実
質
法
の
両
側
面
か
ら
相
互
に
補
完
し
あ
う
関
係
に
あ
る
と
い
え
る55

）。

上
記
に
み
た
と
お
り
、
両
条
約
が
扱
っ
て
い
る
法
的
問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
各
階
層
を
個
別
化
し
た
法
的
構
成
を
と
っ
て
い
る
点
で

は
共
通
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
証
券
決
済
に
関
す
る
わ
が
国
の
議
論
を
英
米
の
状
況
等
も
踏
ま
え
つ
つ
取
り

上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
仮
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
が
投
資
先
国
の
振
替
機
関
に
サ
ブ
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
名
義
で
口
座
を
有
し

て
い
な
い
銘
柄
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
証
券
上
の
物
権
が
保
管
の
目
的
物
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
お
そ
ら
く
は
パ
ラ
レ
ル
に
捉
え
る
べ
き
問
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題
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
す
で
に
こ
の
切
り
口
か
ら
は
諸
論
点
を
網
羅
す
る
重
厚
な
先
行
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。

四

証
券
の
振
替
決
済
に
関
す
る
議
論

グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
に
よ
る
顧
客
口
座
を
通
じ
た
証
券
の
保
管
業
務
を
行
え
ば
、
証
券
に
生
じ
た
権
利
の
変
動
を
も
当
然
把

握
す
る
こ
と
と
な
り
、
証
券
の
振
替
決
済
に
お
け
る
口
座
管
理
機
関
と
し
て
決
済
シ
ス
テ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
わ
が
国
に
お
い
て

も
一
九
八
四
年
に
「
株
券
等
の
保
管
及
び
振
替
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
上
場
会
社
の
株
券
の
不
動
化
、
大
券
化
、
お
よ
び
無
券
面
化

へ
の
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た56

）。
他
方
、
社
債
に
関
し
て
も
、
ま
ず
短
期
社
債
に
つ
い
て
「
短
期
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
が
二
〇
〇

一
年
に
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
当
該
法
律
は
二
〇
〇
三
年
に
長
短
の
区
別
な
く
社
債
の
振
替
決
済
を
可
能
と
す
る
「
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る

法
律
」
へ
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
四
年
に
「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」

以
下
「
振
替
法
」
と
い
う
。）
と
し
て
、
株

式
と
社
債
の
振
替
と
が
一
本
化
さ
れ
た
法
律
へ
と
結
実
し
た57

）。
そ
の
よ
う
な
流
れ
に
あ
っ
て
、
証
券
の
振
替
決
済
を
巡
る
議
論
は
い
わ
ゆ
る

株
券
電
子
化
問
題
と
し
て
わ
が
国
に
お
い
て
も
盛
り
上
が
り
、
階
層
保
有
に
関
与
す
る
多
数
当
事
者
間
の
法
的
関
係
や
準
拠
法
の
決
定
に
関

す
る
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
が
出
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
先
行
研
究
に
多
く
を
負
い
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
を
含
む
当
事
者
間
の
法
的
関
係
に
関
す
る

議
論
を
整
理
す
る
。

（
一
）
階
層
構
造

こ
こ
で
の
階
層
構
造
は
、
発
行
会
社
と
顧
客
╱
投
資
家
と
の
間
に
振
替
機
関
（
主
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
振
替
業
を
営
む
株
式
会
社58

））

（法政研究83-３- ）58 324
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お
よ
び
口
座
管
理
機
関
が
介
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
株
券
不
発
行
を
前
提
と
す
る
現
在
の
制
度
の
も
と
で
は
、
口
座
管
理
機
関
の
階
層
数
に

は
制
限
が
な
い59

）。

顧
客
╱
投
資
家
は
自
己
が
口
座
を
有
す
る
金
融
機
関
等
（
口
座
管
理
機
関
）
と
の
み
直
接
相
対
し
、
そ
の
権
利
は
当
該
口
座
に
の
み
記
録

さ
れ
る
。
口
座
管
理
機
関
は
自
己
の
直
上
位
に
あ
る
口
座
管
理
機
関
ま
た
は
振
替
機
関
と
直
接
相
対
し
、
当
該
直
上
位
口
座
機
関
ま
た
は
振

替
機
関
と
顧
客
╱
投
資
家
と
は
直
接
相
対
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
直
上
位
口
座
管
理
機
関
ま
た
は
振
替
機
関
の
口
座
に
は
顧
客
╱
投
資
家
の

氏
名
ま
た
は
名
称
は
現
れ
ず
、
直
下
位
口
座
管
理
機
関
の
名
で
当
該
口
座
管
理
機
関
の
顧
客
口
座
へ
記
録
さ
れ
る
。
振
替
機
関
で
は
、
直
下

位
の
口
座
管
理
機
関
の
顧
客
口
座
に
お
け
る
あ
る
株
式
会
社
の
株
式
の
移
動
が
記
録
さ
れ
る
（
た
と
え
ば
、
Ｐ
証
券
会
社
顧
客
口
座
か
ら
甲

株
式
会
社
株
式
が
ｎ
株
差
し
引
か
れ
、
Ｑ
銀
行
顧
客
口
座
に
甲
株
式
会
社
株
式
が
ｎ
株
加
算
さ
れ
る
）。

（
二
）
権
利
の
帰
属

わ
が
国
な
ど
主
に
大
陸
法
諸
国
が
採
用
す
る
「
伝
統
的
」
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
顧
客
╱
投
資
家
が
保
有
す
る
証
券
の
譲
渡
に
お
い

て
は
、
間
に
複
数
の
金
融
機
関
・
振
替
機
関
等
が
介
在
し
た
と
し
て
も
、
顧
客
╱
投
資
家
が
有
す
る
物
権
的
権
利
の
同
一
性
は
保
た
れ
、
譲

受
人
た
る
顧
客
╱
投
資
家
へ
移
転
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る60

）。
す
な
わ
ち
、
振
替
口
座
簿
に
記
録
さ
れ
る
証
券
上
の
権
利
は
、
顧
客
╱
投
資
家

に
直
接
帰
属
し
、
口
座
振
替
に
よ
っ
て
そ
れ
が
同
一
性
を
保
っ
た
ま
ま
移
転
す
る
。
保
有
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
扱
い
を
、
直
接
保
有
方
式

と
い
う61

）。

他
方
、
米
国
の
統
一
商
法
典
第
八
編
で
は
、
顧
客
╱
投
資
家
は
口
座
管
理
機
関
を
通
じ
て
間
接
的
に
証
券
上
の
権
利
を
保
有
す
る
と
い
う

考
え
方
が
採
用
さ
れ
て
い
る62

）。
す
な
わ
ち
、
顧
客
╱
投
資
家
が
有
す
る
の
は
、
口
座
管
理
機
関
お
よ
び
当
該
口
座
管
理
機
関
が
保
有
す
る
金

融
資
産
に
対
す
る
優
先
的
な
権
利
の
束
と
し
て
構
成
さ
れ
る
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
」
で
あ
り
、
証
券
上
の
権
利
は
、
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譲
渡
人
で
あ
る
顧
客
╱
投
資
家
の
口
座
管
理
機
関
に
対
す
る
権
利
の
消
滅
と
、
譲
受
人
で
あ
る
顧
客
╱
投
資
家
の
口
座
管
理
機
関
に
対
す
る

権
利
の
成
立
と
い
う
形
で
移
転
し
、
そ
こ
で
は
権
利
の
同
一
性
は
保
持
さ
れ
て
い
な
い
。
顧
客
╱
投
資
家
の
証
券
上
の
権
利
は
信
託
財
産
と

し
て
口
座
管
理
機
関
に
移
転
し
、
顧
客
╱
投
資
家
は
そ
れ
と
引
き
換
え
に
信
託
財
産
か
ら
の
給
付
を
受
け
る
権
利
の
束
を
有
す
る
と
構
成
す

る
の
で
あ
る63

）。
英
国
で
は
、〞
ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
イ
ム
〝

ノ
ミ
ニ
ー
名
義
）
の
も
と
金
融
機
関
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い

る
証
券
に
つ
い
て
は
、
信
託
の
構
成
に
よ
り
、
証
券
上
の
権
利
は
金
融
機
関
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
に
移
転
し
、
顧
客
╱
投
資
家
は
信
託
上
の
受

益
者
と
な
る
。
顧
客
╱
投
資
家
が
証
券
を
譲
渡
す
る
場
合
、
当
該
顧
客
╱
投
資
家
の
受
益
権
は
消
滅
し
、
代
わ
り
に
譲
受
人
の
金
融
機
関
や

ブ
ロ
ー
カ
ー
等
を
受
託
者
と
す
る
新
た
な
信
託
が
設
定
さ
れ
、
譲
受
人
に
同
様
の
受
益
権
が
創
設
さ
れ
る64

）。
た
だ
し
、
英
米
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
信
託
構
成
を
と
り
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
が
証
券
上
の
権
利
を
直
接
有
す
る
構
成
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
に
お
い
て
は
共
通
す
る
も
の
の
、

米
国
統
一
商
法
典
第
八
編
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
（
給
付
を
受
け
る
権
利
の
束
）
は
英
国
に
お
け
る
受
益
権
（b

en
efi-

cia
l in

terest

）
と
は
同
一
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
米
国
に
お
け
る
譲
渡
人
の
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
の
消
滅
と
譲
受
人
の
エ
ン
タ
イ

ト
ル
メ
ン
ト
の
成
立
と
は
英
国
の
伝
統
的
信
託
に
お
け
る
受
益
権
の
譲
渡
人
側
の
消
滅
と
譲
受
人
側
の
成
立
と
も
異
な
る
こ
と
と
な
る65

）。
ち

な
み
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
金
融
機
関
に
お
け
る
預
金
口
座
を
利
用
し
た
資
金
の
振
込
取
引
に
お
い
て
は
、
こ
の
間
接
保
有
構
成
が
と

ら
れ
て
い
る66

）。

上
記
し
た
と
お
り
、
わ
が
国
の
二
〇
〇
四
年
の
振
替
法
は
、
前
者
の
立
場
を
採
用
し
た67

）。
す
な
わ
ち
、
証
券
の
振
替
決
済
に
つ
い
て
は
、

顧
客
が
所
有
し
て
い
る
物
権
の
同
一
性
を
保
っ
た
譲
渡
と
構
成
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
前
述
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
は
、
原
則
的
に
は
後
者

の
立
場
を
採
用
し
て
い
る68

）。
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（
三
）
法
的
構
成
の
相
違
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
論
理
的
帰
結

上
記
法
的
構
成
の
差
異
に
よ
り
、
権
利
の
移
転
に
関
し
い
か
な
る
相
違
が
生
じ
る
か
。

ま
ず
、
譲
渡
人
の
譲
渡
意
思
に
基
づ
か
ず
に
譲
渡
人
の
振
替
口
座
簿
の
増
加
記
載
・
記
録
が
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
た
場
合
、
有
価
証
券
上
の

権
利
は
複
数
の
口
座
管
理
機
関
等
を
経
る
も
同
一
性
を
保
っ
た
ま
ま
移
転
す
る
と
の
直
接
保
有
方
式
の
構
成
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
記
載
・
記

録
は
無
効
と
な
る
。
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
に
有
効
な
譲
渡
契
約
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
振
替
口
座
簿
の
譲
渡
人
側
の
減
少
記
載
・
記
録
、

ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
譲
受
人
側
の
増
加
記
載
・
記
録
は
無
効
と
な
り
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
証
券
の
譲
渡
の
効
力
も
否
定
さ
れ
る69

）。

他
方
、
間
接
保
有
方
式
の
構
成
を
と
る
と
、
証
券
の
振
替
決
済
に
よ
る
権
利
の
移
転
は
、
上
記
し
た
よ
う
に
、
譲
渡
人
の
口
座
管
理
機
関

に
対
す
る
権
利
の
消
滅
と
譲
受
人
の
口
座
管
理
機
関
に
対
す
る
権
利
の
成
立
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
法
律
関

係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
し
た
例
示
、
す
な
わ
ち
、
譲
渡
人
の
譲
渡
意
思
に
基
づ
か
な
い
場
合
や
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
間
に
有
効
な

譲
渡
契
約
を
欠
く
よ
う
な
場
合
の
振
替
口
座
簿
へ
の
記
録
は
必
ず
し
も
無
効
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
譲
渡
人
に
振
替
意
思
が
な
く
と
も
、

譲
渡
人
の
口
座
振
替
簿
の
増
加
記
載
・
記
録
は
有
効
と
な
り
う
る
。
換
言
す
れ
ば
、
間
接
保
有
構
成
で
は
、
譲
渡
人
の
振
替
意
思
や
譲
渡
人

と
譲
受
人
と
の
契
約
等
に
関
す
る
瑕
疵
と
い
う
原
因
関
係
に
よ
っ
て
、
権
利
移
転
の
効
力
が
左
右
さ
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
取
引
の
安
全

が
よ
り
図
ら
れ
う
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
取
引
安
全
保
護
装
置
を
欠
く
直
接
保
有
構
成
で
は
、
善
意
取

得
制
度
は
必
至
で
あ
る
。

（
四
）
代
替
性
あ
る
動
産
の
混
蔵
保
管

代
替
性
あ
る
動
産
の
混
蔵
保
管
に
つ
い
て
、
加
入
者
╱
顧
客
は
共
有
持
分
権
を
有
す
る
こ
と
は
既
述
し
た
。
有
価
証
券
が
発
行
さ
れ
て
い
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る
場
合
、
こ
の
共
有
持
分
権
に
つ
い
て
は
権
利
を
根
拠
づ
け
る
証
券
が
特
定
で
き
な
い
観
念
的
な
権
利
で
あ
る
。
わ
が
国
の
一
九
八
四
年
の

「
株
券
等
の
保
管
及
び
振
替
に
関
す
る
法
律
」
は
、
有
価
証
券
の
存
在
を
前
提
と
し
た
振
替
決
済
法
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
観
念
的
権
利
で
あ

る
共
有
持
分
権
が
口
座
の
記
載
・
記
録
に
よ
っ
て
移
転
す
る
と
い
う
、
論
理
的
問
題
を
孕
む
構
成
を
と
っ
て
い
た70

）。
そ
れ
に
対
し
て
振
替
法

で
は
、
振
替
口
座
簿
へ
記
録
さ
れ
る
有
価
証
券
上
の
権
利
は
加
入
者
ご
と
に
直
接
か
つ
個
別
に
帰
属
す
る
と
い
う
立
場
を
採
用
し
て
い
る71

）。

有
価
証
券
の
発
行
を
前
提
と
し
な
い
場
合
に
は
、
口
座
管
理
機
関
が
加
入
者
分
と
し
て
管
理
す
る
同
一
種
類
の
有
価
証
券
は
す
べ
て
均
一
で

代
替
性
が
あ
る
。
特
定
の
権
利
を
他
か
ら
識
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
物
理
的
に
分
離
・
単
離
す
る
こ
と
も
ま
た
不
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
口
座
管
理
機
関
が
加
入
者
分
と
し
て
管
理
す
る
有
価
証
券
の
数
額
は
個
々
の
加
入
者
が
有
す
る
数
額
で
按
分
分
割
さ
れ
て
加

入
者
に
当
然
に
帰
属
す
る
と
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体
化
さ
れ
た
個
別
的
権
利
の
移
転
を
前
提
と
す
る
直
接
保
有
構
成
と
の
整
合
性
を

追
求
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い72

）。
そ
の
よ
う
に
構
成
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
仮
に
口
座
管
理
機
関
が
破
綻
し
た
と
し
て
も
、

顧
客
╱
投
資
家
に
は
取
戻
権73

）が
認
め
ら
れ
、
第
三
者
異
議
の
訴
え
が
提
起74

）で
き
る
。
物
権
の
排
他
性
に
よ
り
、
仮
に
二
重
譲
渡
さ
れ
た
と
し

て
も
、
対
抗
要
件
の
具
備
、
あ
る
い
は
、
善
意
取
得
の
制
度
に
よ
り
、
特
定
の
者
一
人
に
権
利
が
帰
属
す
る75

）。
確
か
に
識
別
可
能
性
や
物
理

的
分
離
可
能
性
の
観
点
か
ら
は
目
的
物
が
無
体
化
し
そ
の
権
利
が
よ
り
抽
象
化
す
る
こ
と
に
よ
り
目
的
物
の
無
個
性
化
は
一
層
進
む
と
い
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
均
一
性
・
代
替
性
に
つ
い
て
は
同
一
種
類
の
有
価
証
券
が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
と
で
大
き
く
異
な
ら
な
い
（
有

価
証
券
番
号
等
に
よ
り
、
個
々
の
有
価
証
券
の
識
別
な
い
し
そ
の
権
利
者
の
特
定
は
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
不
動

化
・
大
券
化
し
た
有
価
証
券
の
束
の
な
か
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
）、
す
な
わ
ち
当

然
に
加
入
者
に
按
分
分
割
帰
属
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
も
解
さ
れ
る
。

（法政研究83-３- ）62 328

論 説



五

信
託
に
基
づ
く
個
別
構
成

そ
こ
で
筆
者
な
り
に
多
層
階
層
を
個
別
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
の
保
管
機
能
に
つ
き
、
英
米
の
よ
う
な
信
託
に
基
づ
く

構
成
を
検
討
し
て
み
る
。
検
討
素
材
は
英
国
に
お
け
る
判
例
・
学
説
で
あ
る
。
信
託
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
同
国
は
現
在
に
至
る

ま
で
最
も
柔
軟
か
つ
広
範
に
信
託
構
成
を
用
い
て
複
雑
な
当
事
者
関
係
を
簡
素
化
し
、
受
益
者
保
護
の
実
質
化
を
図
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

前
節
（
四
）
で
検
討
し
た
動
産
の
無
体
化
に
伴
う
混
蔵
保
管
下
の
権
利
帰
属
に
示
唆
を
与
え
う
る
裁
判
例
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
の
法
的
性
質
は
英
国
に
お
い
て
も
伝
統
的
に
は
寄
託
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
の
支
払
不
能
か
ら
顧

客
を
保
護
す
る
文
脈
で
信
託
構
成
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
こ
の
観
点
か
ら
の
議
論
は

一
層
活
発
化
す
る
。
同
時
に
、
電
信
決
済
が
主
流
と
な
る
に
つ
れ
無
体
動
産
の
保
管
に
関
す
る
法
律
関
係
を
、
要
物
契
約
で
あ
る
寄
託
よ
り
、

よ
り
容
易
に
説
明
し
う
る
信
託
の
構
成
が
浮
上
し
た
と
さ
れ
る76

）。

（
一
）
無
体
動
産
の
混
蔵
寄
託
と
信
託
の
成
否

英
国
の
カ
ス
ト
デ
ィ
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
さ
れ
るH

u
n
ter v

77
）

M
oss

に
お
い
て
は
、
混
蔵
保
管
（eq

u
ita
b
le ten

a
n
ts in co

m
-

m
o
n

）
に
係
る
無
体
動
産
（
代
替
性
あ
る
権
利78

））
に
対
し
信
託
が
有
効
に
成
立
し
う
る
か
に
つ
き
画
期
的
判
断
が
示
さ
れ
た
。

事
案
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。M

o
ss

はM
o
ss E

lectrica
l C

o
m
p
a
n
y

な
る
商
号
を
有
す
る
英
国
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
」
と
い

う
。）
の
発
行
済
株
式
一
〇
〇
〇
株
の
う
ち
の
九
五
〇
株
を
保
有
し
て
い
た
株
主
名
簿
上
の
株
主
で
あ
る
。M

o
ss

は
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
経
理
担

当
取
締
役
に
選
任
さ
れ
て
い
たH

u
n
ter

と
の
日
常
会
話
の
な
か
で
、
そ
の
う
ち
の
五
〇
株
（
発
行
済
株
式
の
五
％
）
に
つ
い
て
、
自
ら
を

受
託
者
、H

u
n
ter

を
受
益
者
と
し
て
信
託
を
設
定
す
る
こ
と
を
明
示
に
宣
言
し
た
。M

o
ss

は
そ
の
後
Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
全
株
式
をB

en
ett

&
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F
o
u
n
ta
in
 
G
ro
u
p

（
以
下
「
Ｂ
＆
Ｆ
」
と
い
う
。）
に
売
却
し
、
そ
の
対
価
を
Ｂ
＆
Ｆ
の
株
式
の
形
で
受
け
取
り
、
売
却
後
三
年
間
は

H
u
n
ter

に
当
該
株
式
に
生
じ
た
配
当
金
お
よ
び
無
償
割
当
株
式
を
引
き
渡
し
た
が
、
そ
の
後
途
絶
し
た
た
め
、H

u
n
ter

が
そ
の
引
渡
し

を
求
め
て
提
訴
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

第
一
審
で
あ
る
高
等
法
院
（
衡
平
法
部
）
は
信
託
設
定
の
口
頭
で
の
明
示
の
意
思
表
示
に
よ
り
本
件
信
託
を
有
効
と
扱
う
べ
き
旨
を
命
じ

た
が
、M

o
ss

の
代
理
人
は
判
決
前
に
、
命
令
を
破
棄
し
、
ト
ラ
イ
ア
ル
時
に
は
争
点
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
点
を
提
示
し
て
新
た
な
判
断

を
示
す
よ
う
代
理
裁
判
官
（d

ep
u
ty ju

d
g
e

）
に
申
し
入
れ
た
が
、
当
該
代
理
裁
判
官
は
当
該
申
入
れ
に
つ
い
て
改
め
てM

o
ss

の
主
張
を

斥
け
、
本
件
信
託
は
有
効
で
あ
る
旨
を
判
示
し
た
。
新
た
に
主
張
さ
れ
た
争
点
と
は
、
一
〇
〇
〇
株
の
う
ち
信
託
財
産
と
さ
れ
た
五
〇
株
が

特
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
信
託
は
有
効
に
成
立
し
て
い
な
い
（
混
蔵
保
管
物
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
〇
株
す
べ
て
に
つ
き
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

と
い
う
複
数
人
を
受
益
者
と
す
る
信
託
し
か
認
め
ら
れ
な
い
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

裁
判
所
は
、

被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
五
〇
株
を
特
定
し
な
か
っ
た
が
、
そ
う
す
る
こ
と
は
必
要
で
な
い
し
、
ま
た
、
重
要
で
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

被
告
が
保
有
す
る
）
九
五
〇
株
す
べ
て
が
等
し
い
権
利
を
有
し
て
い
る
…
信
託
財
産
に
関
し
主
張
さ
れ
た
不
確
実
性
は
、

当
職
に
は
、
実
際
的
か
つ
実
務
的
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
理
論
的
か
つ
概
念
上
の
も
の
に
み
え
る
。」

控
訴
院
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
が
普
通
株
式
一
種
類
の
み
を
発
行
し
、
か
つ
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
株
式
五
〇
株
と
い
う
程
度
に
確
実
性
（
具
体
性
）
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
普
通
株
式
五
〇
株
をM

o
ss

の
死
亡
時H

u
n
ter

に
遺
贈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
の
言
示
を
用
い
、
遺
贈
の
場
合

と
パ
ラ
レ
ル
に
捉
え
つ
つ
、
本
件
信
託
設
定
の
有
効
性
を
再
確
認
し
、M

o
ss

の
上
訴
を
棄
却
し
た
。

株
式
の
よ
う
な
代
替
性
あ
る
抽
象
的
無
形
動
産
に
つ
い
て
は
信
託
財
産
の
確
実
性
を
必
要
と
す
る
多
数
の
先
例
が
あ
る
な
か
、
本
判
決
は

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
預
金
や
証
券
の
保
管
に
関
す
る
金
融
機
関
等
の
主
ま
た
は
付
随
業
務
の
法
的
根
拠
を
示
し
た
点
で
意
義
深
く
、
後
続

す
る
多
数
の
判
例
が
追
随
す
る
こ
と
と
な
る79

）。
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（
二
）
わ
が
国
に
お
け
る
個
別
化
と
信
託
構
成
の
可
能
性

わ
が
国
の
信
託
法
に
お
い
て
は
、
信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
と
固
有
財
産
ま
た
は
他
の
信
託
の
信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
と
を
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
識
別
不
能
時
の
各
財
産
の
割
合
で
、
各
財
産
の
共
有
持
分
が
信
託
財
産
と
固
有
財
産
ま
た
は
他
の
信

託
の
信
託
財
産
に
帰
属
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る80

）。
こ
う
し
て
信
託
財
産
に
帰
属
す
る
と
み
な
さ
れ
た
も
の
も
ま
た
、
信
託
財
産
と
さ
れ
る81

）。

し
た
が
っ
て
、
混
蔵
寄
託
さ
れ
た
有
価
証
券
に
対
し
信
託
を
設
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
無
券
面
化
し
た
株
式
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

信
託
財
産
を
構
成
し
う
る
と
解
さ
れ
る
。

複
数
の
口
座
管
理
機
関
の
多
層
的
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
、
信
託
法
二
八
条
に
よ
り
、
信
託
事
務
の
第
三
者
委
託
と
構
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
旧
信
託
法
は
、
受
託
者
の
自
己
執
行
義
務
を
厳
格
に
定
め
て
い
た
が82

）、
現
行
の
信
託
法
は
、
一
定
の
場
合
に
、
受
託
者
に
対
し
信
託

事
務
を
第
三
者
に
委
託
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
信
託
行
為
に
信
託
事
務
の
処
理
を
第
三
者
に
委
託
す
る
旨
ま
た
は
委
託

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
る
と
き83

）、
②
信
託
行
為
に
信
託
事
務
の
処
理
の
第
三
者
へ
の
委
託
に
関
す
る
定
め
が
な
い
場
合
に
お
い

て
、
信
託
事
務
の
処
理
を
第
三
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
信
託
の
目
的
に
照
ら
し
て
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き84

）、
ま
た
は
、
③
信
託
行

為
に
信
託
事
務
の
処
理
を
第
三
者
に
委
託
し
て
は
な
ら
な
い
旨
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
信
託
事
務
の
処
理
を
第
三
者
に
委
託
す
る

こ
と
に
つ
き
信
託
の
目
的
に
照
ら
し
て
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き85

）、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
る
。
②
に

お
け
る
「
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
と
は
、
受
託
者
自
ら
が
行
う
よ
り
他
人
に
委
託
し
た
ほ
う
が
費
用
・
時
間
等
の
コ
ス
ト
面
で

合
理
的
で
あ
る
場
合
や
社
会
通
念
上
受
託
者
の
本
来
的
事
務
か
ら
外
れ
て
お
り
、
通
常
受
託
者
自
ら
処
理
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
な
い

場
合
と
さ
れ
る86

）。
仮
に
第
三
者
委
託
に
関
す
る
定
め
を
欠
く
場
合
で
あ
っ
て
も
、
②
は
む
し
ろ
今
日
の
実
務
で
は
通
例
で
あ
ろ
う
か
ら
、
旧

信
託
法
に
お
け
る
代
人
使
用
原
則
禁
止
の
立
場
は
、
現
行
信
託
法
に
よ
っ
て
一
八
〇
度
転
換
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る87

）。
分
業

化
・
専
門
化
の
め
ま
ぐ
る
し
い
実
務
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
も
の
で
、
相
当
な
場
合
に
信
託
事
務
処
理
を
第
三
者
に
委
託
す
る
こ
と
を
可
能
と
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
託
事
務
処
理
の
効
率
化
・
合
理
化
を
図
る
こ
と
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る88

）。
保
管
業
務
の
多
く
は
事
実
行
為
で
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
と
サ
ブ
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
の
関
係
は
、
通
常
は
委
託
に
関
す
る
定
め
を
措
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

仮
に
同
様
の
定
め
が
な
い
と
し
て
も
、
信
託
の
目
的
に
照
ら
し
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
構
成
を

用
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す
で
に
、
旧
信
託
法
の
も
と
で
も
、
口
座
管
理
機
関
の
多
層
階
層
関
係
に
対
し
、
再
信
託
や
共
同
受
託
の
構
成
を
用
い
た
説
明
が
試
み
ら

れ
て
い
た89

）。
す
な
わ
ち
、
委
託
者
兼
受
益
者
と
受
託
者
と
の
間
で
株
式
等
証
券
を
信
託
財
産
と
す
る
信
託
が
設
定
さ
れ
、
さ
ら
に
受
託
者
が

委
託
者
兼
受
益
者
と
な
り
、
原
信
託
に
お
け
る
受
益
権
を
信
託
財
産
と
し
て
さ
ら
に
受
託
者
と
の
間
で
新
た
な
信
託
を
設
定
す
る
と
い
う
の

が
前
者
で
あ
り90

）、
他
方
、
一
つ
の
信
託
財
産
に
つ
い
て
複
数
の
受
託
者
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
を
受
託
者
間
で
共
同
受
託
し
、
受

託
者
の
う
ち
一
部
は
信
託
財
産
の
保
管
業
務
の
み
を
行
う
と
考
え
る
の
が
後
者
で
あ
る91

）。
む
ろ
ん
、
多
階
層
保
有
構
造
に
係
る
法
律
関
係
に

対
す
る
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
信
託
構
成
に
よ
れ
ば
、
受
託
者
た
る
口
座
管
理
機
関
が
破
産
開
始
決
定
を
受

け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
信
託
財
産
は
口
座
管
理
機
関
の
破
産
財
団
に
属
せ
ず
、
ま
た
受
益
債
権
も
破
産
債
権
と
は
な
ら
な
い92

）。
さ
ら
に
、

信
託
債
権
で
あ
っ
て
も
受
託
者
が
信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
の
み
を
も
っ
て
そ
の
履
行
の
責
任
を
負
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
破
産
債
権
と
な

ら
な
い93

）。
た
だ
し
、
信
託
事
務
処
理
を
第
三
者
に
委
託
し
当
該
第
三
者
が
破
産
し
た
場
合
に
は
、
適
法
に
第
三
者
を
選
任
・
監
督
し
て
い
た

と
し
て
も
、
第
三
者
の
破
産
に
よ
り
信
託
財
産
が
毀
損
す
れ
ば
、
第
三
者
の
破
産
財
団
か
ら
受
益
者
に
弁
済
さ
れ
な
か
っ
た
損
失
額
に
つ
き
、

受
託
者
が
回
復
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る94

）。
本
稿
の
文
脈
に
置
き
換
え
れ
ば
、
受
託
者
た
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
は
第
三
者
の

選
任
・
監
督
に
限
定
さ
れ
な
い
よ
り
厳
格
な
責
任
を
負
う
。
他
方
、
直
接
保
有
構
成
を
採
っ
た
う
え
で
、
抽
象
化
さ
れ
た
共
有
持
分
権
に
基

づ
い
て
自
己
の
証
券
上
の
権
利
を
主
張
し
て
い
け
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
顧
客
╱
投
資
家
は
口
座
管
理
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
に
も
有

価
証
券
上
の
権
利
者
と
し
て
自
己
の
権
利
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
の
権
利
の
具
体
化
と
特
定
が
可
能
で
あ
る
か
、

ま
た
は
、
客
観
化
さ
れ
た
価
値
算
定
方
式
の
導
入
に
よ
り
、
加
入
者
╱
投
資
家
の
証
券
上
の
権
利
が
抽
象
的
権
利
か
ら
具
体
的
権
利
と
し
て
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明
確
に
画
定
さ
れ
、
容
易
に
そ
の
主
張
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
信
託
構
成
に
基
づ
く
間
接
保
有
構
成
と
比
べ
て
、
い
ず
れ
が
加
入

者
╱
投
資
家
保
護
に
よ
り
資
す
る
の
か
の
判
断
は
困
難
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
前
記
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
は
、
口
座
管
理
機
関
が
破
産
し
た
場

合
に
、
口
座
管
理
機
関
が
自
己
名
義
等
で
加
入
者
╱
投
資
家
お
よ
び
自
己
の
た
め
に95

）保
有
す
る
証
券
数
が
当
該
加
入
者
╱
投
資
家
の
口
座
に

記
載
・
記
録
さ
れ
た
証
券
数
に
不
足
す
る
と
き
の
損
失
分
担
に
つ
い
て
定
め
る
の
み
で
あ
る96

）。
信
託
を
用
い
た
法
的
構
成
の
可
能
性
お
よ
び

妥
当
性
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

六

お
わ
り
に

以
上
、
本
小
稿
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
を
中
心
と
す
る
証
券
の
多
階
層
保
有
構
造
の
法
律
関
係
に
つ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
カ
ス
ト
デ
ィ
業
務
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
か
ら
成
り
立
ち
う
る
た
め
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
業
務
を
包

摂
し
て
今
後
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
厳
密
に
は
、
個
々
の
業
務
内
容
に
照
ら
し
て
法
的
構
成
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
え
る
も
の
の
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
有
価
証
券
の
保
管
・
決
済
を
含
む
包
括
的
な
有
価
証
券
管
理
機
能
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、

商
業
銀
行
や
証
券
会
社
等
が
行
う
業
務
で
あ
っ
て
も
、
顧
客
と
の
関
係
を
（
準
）
委
任
（
厳
密
に
は
、
代
理
、
委
任
、
寄
託
の
混
合
契
約
）

で
は
な
く
信
託
構
成
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
託
事
務
の
委
託
と
い
う
形
で
サ
ブ
・

カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
と
の
関
係
も
説
明
し
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
構
成
が
、
英
米
や
ハ
ー
グ
条
約
お
よ
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
が
採
っ
て
い
る
ア

プ
ロ
ー
チ
に
ど
の
程
度
親
和
的
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
証
券
の
振
替
決
済
で
採
ら
れ
て
い
る
直
接
保
有
方
式
は
イ
ン
ヴ
ェ
ス

ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
イ
ン
を
法
律
的
に
読
み
解
く
ひ
と
つ
の
説
明
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

英
米
や
上
記
二
条
約
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
よ
り
重
視
す
る
の
は
、
事
実
と
し
て
の
間
接
保
有
、
す
な
わ
ち
、
保
有
の
実
態
な
い
し
実
務
な
の
で

あ
り
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
、
実
態
な
い
し
実
務
と
の
「
軋
み
」
が
少
な
い
理
論
を
模
索
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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有
価
証
券
の
振
替
決
済
に
関
す
る
議
論
と
の
整
合
性
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
程
度
求
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
証
し
つ

つ
、
新
た
な
法
的
構
成
の
可
能
性
と
限
界
と
を
さ
ら
に
探
っ
て
い
き
た
い
。

１
）

“in
term

ed
ia
ry
”

は
、

金
融
仲
介
業
者
」
等
と
訳
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
よ
り
一
般
的
な
「
中
間
保
有
者
」
と
い

う
語
を
一
貫
し
て
充
て
て
い
る
。

２
）
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二
〇
一
六
年
九
月
二
〇
日
最
終
確
認
）.

二
〇
一
一
年
六
月
、
英
国
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
職
業
技
能
省
（D

ep
a
rt-

m
en
t fo

r B
u
sin
ess,

In
n
o
v
a
tio
n a

n
d S

k
ills;

B
IS

）
は
ジ
ョ
ン
・
ケ
イ
（Jo

h
n K

a
y

）、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
教
授
に

対
し
、
英
国
株
式
市
場
の
活
性
化
に
資
す
る
レ
ヴ
ュ
ー
を
付
託
し
た
。
ケ
イ
委
員
会
は
、
二
〇
一
二
年
二
月
に
中
間
報
告
を
、
二
〇
一
二
年
七
月
に
最
終

報
告
を
Ｂ
Ｉ
Ｓ
に
提
出
し
、
英
国
株
式
市
場
の
低
迷
に
帰
結
し
か
ね
な
い
、
市
場
に
蔓
延
る
短
期
主
義
や
経
営
者
の
誤
っ
た
長
期
的
判
断
の
要
因
を
分
析

し
た
う
え
で
、
多
く
の
大
企
業
が
資
金
余
剰
状
態
（
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
を
要
せ
ず
自
己
金
融
が
可
能
な
状
態
）
に
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
株
式
市
場

の
役
割
は
会
社
間
の
資
本
の
配
分
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
会
社
内
の
資
本
の
配
分
の
監
視
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
企
業
統
治
や
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

の
改
善
こ
そ
が
英
国
株
式
市
場
の
役
割
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
ケ
イ
報
告
書
は
法
律
委
員
会
の
法
制
度
改
革
の
検
討
に
先
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
（L

a
w

 
C
o
m
m
issio

n
,
C
o
n
su
lta
tio
n P

a
p
er,

L
a
w
 
C
o
m
 
N
o
.215,

O
cto

b
er 2013;

L
a
w
 
C
o
m
m
issio

n
,
F
id
u
cia
ry D

u
ties o

f In
v
estm

en
t In

term
e-

d
ia
ries,

L
a
w
 
C
o
m
 
N
o
.350,

﹇2014

﹈U
K
L
C 350 ；

前
者
公
表
後
九
六
件
の
意
見
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
が
最
終
報
告

書
で
あ
る
後
者
で
あ
る
）。
株
式
保
有
に
お
け
る
中
間
媒
体
の
増
加
は
投
資
の
専
門
性
と
効
率
性
に
つ
な
が
る
一
方
、
投
資
コ
ス
ト
の
増
大
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ヴ
の
不
整
合
、
お
よ
び
、
中
間
保
有
者
の
立
場
か
ら
の
市
場
の
有
効
性
評
価
、
そ
れ
ら
を
通
じ
た
株
式
市
場
へ
の
信
頼
の
低
下
の
問
題
が
あ
る
こ
と

も
ま
た
同
報
告
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
（
ケ
イ
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
林
順
一
「
過
度
な
シ
ョ
ー
ト
・
タ
ー
ミ
ズ
ム
の
克
服
を
目
指
し
た

ケ
イ
報
告
書
の
意
義
」
北
川
哲
雄
編
『
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
｜
二
つ
の
コ
ー
ド
が
変
え
る
日
本
の
企
業
・
経
済
・
社
会

｜
』
東
洋
経
済
新
報
社
（
二
〇
一
五
年
）
五
七
頁
以
下
）。

３
）

法
的
リ
ス
ク
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
は
中
間
保
有
者
の
数
に
比
例
し
て
増
大
し
、
市
場
の
効
率
性
は
損
な
わ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
は
構
造
改
革

を
必
要
と
す
る
（E

.
M
ich
eler,

‘T
ra
n
sfer o

f In
term

ed
ia
ted S

ecu
rities a

n
d L

eg
a
l C

erta
in
ty
’,
in T

.
K
eijser

(ed
.),
T
ran

sn
ation

al
 

S
ecu

rities L
aw

(O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress,
2013),

p
.
117;

E
.
M
ich
eler,

‘In
term

ed
ia
ted S

ecu
rities a

n
d L

eg
a
l C
erta

in
ty
’,
L
S
E L

a
w
,

S
o
ciety a

n
d E

co
n
o
m
y W

o
rk
in
g P

a
p
ers 3 /2014,

p
.2

）。M
ich
eler

論
文
は
随
所
で
、
連
鎖
的
中
間
保
有
を
省
き
、
実
質
的
投
資
家
に
よ
る
振
替

（法政研究83-３- ）68 334
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機
関
へ
の
直
接
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
べ
く
構
造
改
革
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

４
）

L
a
w
 
C
o
m
m
issio

n
,
C
o
n
su
lta
tio
n P

a
p
er N

o
.215,

O
cto

b
er 2013;

L
a
w
 
C
o
m
m
issio

n
,
F
id
u
cia
ry D

u
ties o

f In
v
estm

en
t In

term
ed
i-

a
ries,

L
a
w
 
C
o
m
 
N
o
.350,

﹇2014

﹈U
K
L
C
 
350.

法
律
委
員
会
諮
問
文
書
（
前
者
）
を
も
と
に
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
友
松
義
信
「
信
認
義
務
を

め
ぐ
る
最
近
の
動
向
｜
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
のfid

u
cia
ry

を
め
ぐ
る
英
米
に
お
け
る
議
論
状
況
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
五
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
九
頁
以

下
。

５
）

実
例
と
し
て
、E

ckerle v
 
W
icked

er
 
W
estfalen

stah
l G

m
bH

﹇2013

﹈E
W
H
C
 
68
(C
h
).

英
国
会
社
の
ド
イ
ツ
人
実
質
株
主
が
英
国
会
社
法

九
八
条
に
基
づ
い
て
非
上
場
化
を
決
定
し
た
株
主
総
会
決
議
の
取
消
し
お
よ
び
自
己
の
株
式
の
会
社
に
よ
る
買
取
り
を
請
求
し
た
事
例
。

６
）

高
橋
康
文
‖
長
崎
幸
太
郎
‖
馬
渡
直
史
『
社
債
等
振
替
法
』
金
融
財
政
事
情
研
究
会
（
二
〇
〇
三
年
）
二
一
頁
。
た
と
え
ば
、
振
替
株
式
の
譲
渡
は
、

振
替
申
請
に
よ
り
、
譲
受
人
の
口
座
へ
の
譲
渡
に
係
る
株
式
数
の
増
加
記
載
・
記
録
が
効
力
発
生
要
件
と
さ
れ
て
い
る
（
振
替
法
一
四
〇
条
）。
仮
に
各
層

の
法
律
関
係
を
個
別
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
譲
受
人
の
口
座
へ
の
記
載
は
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
の
譲
渡
の
効
力
と
は
必
ず
し
も
連
動
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

７
）

た
と
え
ば
、
①
特
定
の
投
資
家
に
関
す
る
情
報
を
持
っ
て
い
る
の
は
通
常
直
上
位
の
口
座
管
理
機
関
の
み
で
あ
る
、
②
証
券
の
発
行
契
約
に
お
い
て

は
原
則
と
し
て
個
別
投
資
家
は
発
行
者
に
対
し
直
接
権
利
を
有
し
な
い
、
お
よ
び
、
③
振
替
決
済
に
直
接
参
加
で
き
る
者
の
資
格
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
投
資
家
は
直
接
発
行
者
に
対
し
権
利
行
使
で
き
な
い
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
森
下
哲
朗
「
国
際
証
券
決
済
法
制
の
展
開
と
課
題
」
上
智
法

学
論
集
四
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
九
六
頁
。

８
）

た
と
え
ば
、
森
下
哲
朗
「
国
際
的
証
券
振
替
決
済
の
法
的
課
題
（
一
）
〜
（
五
・
完
）」
上
智
法
学
論
集
四
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
頁
以
下
、

四
四
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
三
五
頁
以
下
、
四
五
巻
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
九
八
頁
以
下
、
五
〇
巻
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
五
頁
以
下
、
五
一
巻

一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
三
頁
以
下
。

９
）

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
、
一
九
九
八
年
にD

irectiv
e 98 /26 /E

C
 
o
n
 
settlem

en
t fin

a
lity

 
in
 
p
a
y
m
en
t a

n
d
 
secu

rities settlem
en
t

 
sy
stem

s

を
、
二
〇
〇
二
年
にD

irectiv
e 2002 /47 /E

C
 
o
n fin

a
n
cia
l co

lla
tera

l a
rra

n
g
em
en
ts

を
採
択
し
、
準
拠
法
の
決
定
に
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ア

プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
（
こ
れ
ら
の
改
正
指
令
と
し
て
、D

irectiv
e 2009 /44 /E

C o
f th

e E
u
ro
p
ea
n P

a
rlia

m
en
t a
n
d o
f th

e C
o
u
n
cil o

f 6 M
a
y

 
2009 a

m
en
d
in
g D

irectiv
e 98 /26 /E

C
 
o
n settlem

en
t fin

a
lity in p

a
y
m
en
t a
n
d secu

rities settlem
en
t sy

stem
s a
n
d D

irectiv
e 2002 /

47 /E
C o

n fin
a
n
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l co

lla
tera

l a
rra

n
g
em
en
ts a

s reg
a
rd
s lin

k
ed sy

stem
s a
n
d cred

it cla
im
s

）。
本
文
に
示
し
た
よ
う
に
、
抵
触
法
レ
ヴ
ェ

ル
で
の
統
一
条
約
と
し
て
、T

h
e C

o
n
v
en
tio
n
 
o
n
 
th
e L

a
w
 
A
p
p
lica

b
le to

 
C
erta

in
 
R
ig
h
ts in

 
resp

ect o
f S

ecu
rities H

eld
 
w
ith
 
a
n

 
In
term

ed
ia
ry
,
sig
n
ed in T

h
e H

a
g
u
e o
n 5 Ju

ly 2006

（
現
在
ま
で
の
署
名
お
よ
び
批
准
国
は
ス
イ
ス
と
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
の
み
で
あ
る
た
め
、
最
低

批
准
国
数
要
件
を
満
た
さ
ず
未
発
効
で
あ
る
）、
実
質
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
統
一
条
約
と
し
て
、T

h
e
 
U
N
ID
R
O
IT
 
C
o
n
v
en
tio
n
 
o
n
 
S
u
b
sta
n
tiv
e

 
R
u
les fo

r In
term

ed
ia
ted S

ecu
rities,

sig
n
ed in G

en
ev
a o

n 9 O
cto

b
er 2009

（
現
在
ま
で
の
署
名
国
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
み
で
批
准
国
は
な

（83-３- ）335 69
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い
た
め
最
低
批
准
国
数
要
件
を
満
た
さ
ず
未
発
効
で
あ
る
）
が
あ
る
。
条
約
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
は
、h

ttp
: //w

w
w
.u
n
id
ro
it.o

rg
/sta

tu
s

で
確

認
で
き
る
（
二
〇
一
六
年
九
月
二
〇
日
最
終
確
認
）。
ハ
ー
グ
条
約
で
は
、
投
資
家
と
口
座
管
理
機
関
と
の
間
の
契
約
に
よ
っ
て
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
を
定
め
、
ま
た
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
で
は
本
文
第
三
節
に
後
述
す
る
よ
う
に
「
原
則
と
し
て
」
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い

る
。

10
）

S
ee,

e.g
.,
L
.
G
u
llifer a

n
d J.

P
a
y
n
e
(ed
s.),

In
term

ed
iated

 
S
ecu

rities:
P
roblem

s an
d
 
P
ractical Issu

es
(H
a
rt P

u
b
lish

in
g
,
2010);

P
.-H

.
C
o
n
a
c,
et a

l.
(ed
s.),

In
term

ed
iated

 
S
ecu

rities:
T
h
e Im

pact of th
e G

en
eva S

ecu
rities C

on
ven

tion
 
an
d
 
th
e F

u
tu
re E

u
ropean

 
L
egislation

(C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress,
2013);

T
.
K
eijser

(ed
.),
T
ran

sn
ation

al S
ecu

rities L
aw

(O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress,
2013).

邦
語
文
献
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
杉
浦
宜
彦
‖
橋
本
信
仁
「
間
接
保
有
証
券
の
ク
ロ
ス
・
ボ
ー
ダ
ー
取
引
に
お
け
る
準
拠
法
等
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い

て
｜
ハ
ー
グ
間
接
保
有
証
券
の
準
拠
法
に
関
す
る
国
際
条
約
の
批
准
問
題
を
契
機
に
｜
」
Ｆ
Ｓ
Ａ
ア
ク
セ
ス
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
頁
以
下
、
森
下
・
前

掲
注

７
）二
一
四
頁
以
下
、
神
田
秀
樹
「
振
替
証
券
法
制
に
関
す
る
ユ
ニ
ド
ロ
ア
条
約
」
東
京
大
学
法
科
大
学
院
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）

一
六
九
頁
以
下
。

11
）

M
.
Y
a
tes a

n
d G

.
M
o
n
ta
g
u
,
T
h
e L

aw
 
of G

lobal C
u
stod

y
(4th ed

.
B
lo
o
m
sb
u
ry
,
2013),

p
.
1.

12
）

Ibid
.

13
）

全
国
株
懇
連
合
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
平
成
二
七
年
一
一
月
一
三
日
（
全
国
株
懇

連
合
会
）
三
頁
。

14
）

南
條
隆
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
に
つ
い
て
」
金
融
研
究
一
〇
巻
一
号
（
一
九
九
一
年
）
二
〇
頁
。

15
）

南
條
・
同
上
二
二
頁
。

16
）

南
條
・
同
上
。

17
）

銀
行
法
一
〇
条
二
項
一
〇
号
。

18
）

信
託
業
法
二
二
条
。

19
）

金
融
商
品
取
引
法
四
三
条
、
四
三
条
の
二
、
四
三
条
の
二
の
二
、
四
三
条
の
三
。

20
）

日
本
経
済
新
聞
電
子
版
二
〇
一
一
年
一
月
三
一
日
付
、
南
條
・
前
掲
注

14
）三
三
頁
以
下
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
未
発
展
の
理
由
と
し
て
、
日
本
所

在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
に
不
利
な
税
制
お
よ
び
証
券
会
社
に
お
け
る
保
護
預
り
の
低
手
数
料
を
挙
げ
て
い
る
。

21
）

昭
和
四
一
年
一
〇
月
一
五
日
決
定
、
平
成
一
九
年
二
月
二
日
最
終
改
正
。

22
）

株
懇
指
針
で
は
、
外
国
株
主
は
国
内
に
通
知
を
受
け
る
べ
き
場
所
を
定
め
な
い
限
り
、
常
任
代
理
人
を
選
任
し
て
、
名
義
書
換
請
求
、
株
主
総
会
に

お
け
る
議
決
権
行
使
、
諸
通
知
の
受
領
、
配
当
金
の
受
領
な
ど
を
委
任
す
べ
き
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
二
項
、
一
〇
項
）。
な
お
、
上
田
純
子
「
わ
が

（法政研究83-３- ）70 336
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国
上
場
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
果
た
す
外
国
人
投
資
家
の
役
割
」
法
政
研
究
八
二
巻
二
・
三
合
併
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
八
二
頁
、
参
照
。

23
）

森
下
・
前
掲
注

７
）二
〇
八
頁
。

24
）

南
條
・
前
掲
注

14
）二
五
頁
。

25
）

近
年
で
は
、
管
理
・
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
業
務
の
一
環
と
し
て
有
価
証
券
管
理
に
係
る
経
理
処
理
や
発
行
会
社
内
外
の
報
告
作
成
業
務
等
も
行
わ
れ
て

い
る
ほ
か
、
株
券
等
の
電
子
化
に
伴
う
担
保
株
式
等
管
理
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
よ
う
な
新
た
な
業
務
も
担
っ
て
い
る
。

26
）

民
法
九
九
条
以
下
。

27
）

民
法
六
四
三
条
以
下
。

28
）

民
法
六
五
七
条
以
下
。

29
）

河
本
一
郎
‖
大
武
泰
南
『
か
く
れ
た
株
主
｜
実
質
株
主
管
理
と
開
示
政
策
｜
』
商
事
法
務
研
究
会
（
一
九
八
六
年
）
九
一
頁
、
澁
谷
彰
久
『
預
金
口

座
と
信
託
法
理
』
日
本
評
論
社
（
二
〇
〇
九
年
）
九
五
頁
。

30
）

澁
谷
・
同
上
九
四

九
五
頁
。

31
）

Y
a
tes a

n
d M

o
n
ta
g
u
,
su
pra n

o
te 11,

p
.
2.

32
）

Ibid
.

33
）

L
.
T
h
ev
en
o
z,
‘T
h
e G

en
ev
a S

ecu
rities C

o
n
v
en
tio
n
:
O
b
jectiv

es,
H
isto

ry
,
a
n
d G

u
id
in
g P

rin
cip
les’,

in C
o
n
a
c,
et a

l.,
su
pra n

o
te

 
10,

p
p
.
7
8.

34
）

F
in
a
n
cia
l C
o
lla
tera

l D
irectiv

e,
A
rticle 9(1).

な
お
、
前
掲
注

９
）、
参
照

35
）

H
a
g
u
e C

o
n
feren

ce o
n P

riv
a
te In

tern
a
tio
n
a
l L
a
w
,
P
ro
ceed

in
g
s o
f th

e N
in
eteen

th S
essio

n
(2002),

to
m
e II;

S
ecu

rities,
2006.

36
）

H
S
C
,
A
rticles 4

5.

37
）

T
h
ev
en
o
z,
su
pra n

o
te 33,

p
p
.
11

12.

38
）

Ibid
.,
p
.
12.

39
）

U
N
D
R
O
IT
 
S
tu
d
y
 
G
ro
u
p
 
o
n
 
H
a
rm
o
n
ised

 
S
u
b
sta
n
tiv
e
 
R
u
les R

eg
a
rd
in
g
 
In
d
irectly

 
H
eld
 
S
ecu

rities,
P
o
sitio

n
 
P
a
p
er,

U
N
ID
R
O
IT
 
2003

｜S
tu
d
y L

X
X
V
III

｜D
ec.

8,
A
u
g
u
st 2003.

U
N
ID
R
O
IT

の
文
書
は

w
w
w
.u
n
id
ro
it.o

rg

で
す
べ
て
公
開
さ
れ
て
い

る
（
二
〇
一
六
年
九
月
二
〇
日
最
終
確
認
）。
な
お
、
邦
語
に
よ
り
詳
細
を
記
し
た
も
の
と
し
て
、
神
田
秀
樹
「
間
接
保
有
証
券
に
関
す
る
ユ
ニ
ド
ロ
ア

条
約
策
定
作
業
の
状
況
」
江
頭
憲
治
郎
先
生
還
暦
記
念
『
企
業
法
の
理
論
（
下
巻
）』
商
事
法
務
（
二
〇
〇
七
年
）
五
七
一
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注

10
）一

六
九
頁
以
下
、
参
照
。

40
）

P
relim

in
a
ry
 
D
ra
ft C

o
n
v
en
tio
n
 
o
n
 
H
a
rm
o
n
ised

 
S
u
b
sta
n
tiv
e
 
R
u
le
 
R
eg
a
rd
in
g
 
S
ecu

rities H
eld
 
w
ith
 
a
n
 
In
term

ed
ia
ry
,
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E
x
p
la
n
a
to
ry N

o
tes,

U
N
ID
R
O
IT
 
2004,

S
tu
d
y L

X
X
V
III

｜D
ec.

19,
D
ecem

b
er,

2004.

41
）

S
ee fo

r th
e sh

o
rt title,

R
eso

lu
tio
n 1.

42
）

G
S
C
,
A
rticle 2.

43
）

G
S
C
,
A
rticle 2(a

).

44
）

G
S
C
,
A
rticle 3.

45
）

F
.
G
a
rcim

a
rtin a

n
d F

.
G
u
illa

u
m
e,
‘C
o
n
flict o

f L
a
w
s R

u
les’,

in K
eijser,

su
pra n

o
te 10,

p
.
300.

46
）

H
S
C
,
A
rticle 2(1)(a

)
(g
).

47
）

G
S
C
,
A
rticle 2(1)(a

)(b
).

48
）

H
S
C
,
A
rticle 2(3)(a

).

49
）

G
S
C
,
A
rticle 1(m

).

50
）

S
ee,

e.g
.,
G
S
C
,
A
rticles 9,

11 a
n
d 12.

51
）

S
ee,

e.g
.,
G
S
C
,
A
rticles 14 a

n
d 21.

52
）

S
ee,

e.g
.,
G
S
C
,
A
rticle 10.

53
）

S
ee,

e.g
.,
G
S
C
,
A
rticle 29;

cf.
A
rticles 8

&
9.

54
）

G
a
rcim

a
rtin a

n
d G

u
illa

u
m
e,
su
pra n

o
te 45,

p
.
301.

55
）

Ibid
.,
p
.
302.

56
）

国
際
的
潮
流
と
し
て
、
証
券
決
済
の
事
務
を
効
率
化
す
る
た
め
、
証
券
決
済
改
革
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
①
証
券
が
発
行
さ
れ

る
こ
と
を
前
提
に
証
券
自
体
は
流
通
さ
せ
な
い
仕
組
み
と
す
る
不
動
化
、
②
券
面
が
一
枚
の
大
券
と
し
て
発
行
さ
れ
集
中
保
管
機
構
に
寄
託
さ
れ
る
大
券

化
、
お
よ
び
、
③
券
面
を
発
行
せ
ず
帳
簿
上
の
振
替
の
み
で
証
券
の
権
利
移
転
を
可
能
と
す
る
無
券
面
化
、
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
に
振
替
法
が
成
立
し

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
は
③
の
段
階
に
至
っ
て
い
る
。

57
）

以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
高
橋
康
文
‖
尾
崎
輝
宏
『
逐
条
解
説

社
債
、
株
式
等
振
替
法
』
金
融
財
政
事
情
研
究
会
（
二
〇
〇
四

年
）
二

五
頁
。

58
）

振
替
法
三
条
一
項
。

59
）

振
替
法
四
四
条
一
項
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
業
務
規
程
二
四
条
、
二
六
条
な
い
し
三
〇
条
。

60
）

岩
原
紳
作
『
電
子
決
済
と
法
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
四
年
）
七
九
頁
、
澁
谷
・
前
掲
注

29
）九
〇
頁；

L
.
T
h
ev
en
o
z,
‘T
ra
n
sfer o

f In
term

ed
ia
t-

ed S
ecu

rities’,
in C

o
n
a
c,
et a

l.,
su
pra n

o
te 10,

p
p
.
139

140.

伝
統
型
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
型
と
い
う
用
語
に
つ
き
、
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杉
浦
‖
橋
本
・
前
掲
注

10
）一
一
頁
以
下
。

61
）

同
様
の
考
え
方
を
有
す
る
フ
ラ
ン
ス
と
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
、
森
田
宏
樹
「
有
価
証
券
の
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
基
礎
理
論
」
金
融
研
究
二
五
巻
法
律

特
集
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
八
頁
。

62
）

U
n
ifo
rm
 
C
o
m
m
ercia

l C
o
d
e

8.
S
ee C

.
W
.
M
o
o
n
ey
,
Jr,

‘B
ey
o
n
d N

eg
o
tia
b
ility

:
A
 
N
ew
 
M
o
d
el fo

r T
ra
n
sfer a

n
d P

led
g
e

 
o
f In

terests in S
ecu

rities C
o
n
tro
lled b

y In
term

ed
ia
ries’,

(1990)
12 C

a
rd
o
zo L

a
w
 
R
ev
iew
 
305ff;

C
.
W
.
M
o
o
n
ey
,
Jr,

S
.
M
.
R
o
ck
s

 
a
n
d R

.
S
.
S
ch
w
a
rz,

‘A
n In

tro
d
u
ctio

n to th
e R

ev
ised U

C
C A

rticle 8 a
n
d R

ev
iew
 
o
f O
th
er R

ecen
t D
ev
elo
p
m
en
ts w

ith In
v
estm

en
t

 
S
ecu

rities’,
(1994)

49 B
u
sin
ess L

a
w
y
er 1891ff;

C
.
W
.
M
o
o
n
ey
,
Jr a

n
d H

.
K
a
n
d
a
,
‘C
o
re Issu

es u
n
d
er th

e U
N
ID
R
O
IT

(G
en
ev
a
)

C
o
n
v
en
tio
n o

n In
term

ed
ia
ted S

ecu
rities:

V
iew

s fro
m
 
th
e U

n
ited S

ta
tes a

n
d Ja

p
a
n
’,
in G

u
llifer a

n
d P

a
y
n
e,
su
pra n

o
te 10,

p
.

80.

63
）

木
南
敦
「
証
券
決
済
制
度
に
お
け
る
物
権
法
的
構
成
と
債
権
法
的
構
成
｜
統
一
商
法
典
第
八
編
に
よ
る
扱
い
に
つ
い
て
｜
」
林
良
平
先
生
献
呈
論
文

集
刊
行
委
員
会
編
『
現
代
に
お
け
る
物
権
法
と
債
権
法
の
交
錯
』
有
斐
閣
（
一
九
九
八
年
）
一
二
九
頁
以
下
、
森
田
・
前
掲
注

61
）四
九
頁；

M
o
o
n
ey
,

Jr a
n
d K

a
n
d
a
,
ibid

.,
p
p
.
85

86.

64
）

T
h
ev
en
o
z,
su
pra n

o
te 60,

p
.
140.

65
）

Ibid
.

66
）

こ
の
相
違
は
、
預
金
口
座
を
通
じ
た
振
込
取
引
と
有
価
証
券
の
決
済
取
引
と
で
前
提
と
す
る
法
的
構
成
が
異
な
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

森
田
・
前
掲
注

61
）五
〇
頁
、
澁
谷
・
前
掲
注

29
）九
〇
頁
。

67
）

岩
原
・
前
掲
注

60
）七
九
頁
、
高
橋
‖
尾
崎
・
前
掲
注

57
）二
〇

二
一
頁
。

68
）

G
S
C
,
A
rticle 11.

も
っ
と
も
、
本
文
に
「
原
則
的
に
」
と
注
記
し
た
よ
う
に
、
同
条
約
一
六
条
は
、
締
約
国
に
証
券
の
譲
渡
に
際
し
譲
渡
人
と

譲
受
人
と
の
直
接
的
権
利
関
係
の
発
生
の
構
成
を
と
り
う
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

69
）

た
と
え
ば
、
森
田
・
前
掲
注

61
）四
九

五
〇
頁
。

70
）

森
田
・
同
上
五
二
頁
。

71
）

同
上
。

72
）

同
上
・
五
三
頁
。

73
）

破
産
法
六
二
条
参
照
。

74
）

民
事
執
行
法
三
八
条
一
項
参
照
。

75
）

渋
谷
・
前
掲
注

29
）九
〇
頁
。
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76
）

Y
a
tes a

n
d M

o
n
ta
g
u
,
su
pra n

o
te 11,

p
.
37.

77
）
﹇1993

﹈E
W
C
A
 
C
iv 11.

78
）

英
国
に
お
い
て
少
な
く
と
も
初
め
て
株
式
の
無
券
面
化
を
制
度
的
に
保
障
す
るU
n
certified S

ecu
rities R

eg
u
la
tio
n
s 1995

（S
I 1995 /3272

）

が
制
定
さ
れ
る
前
の
事
例
で
あ
る
か
ら
、
株
券
は
発
行
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
信
託
財
産
は
株
券
と
い
う
有
体
動
産
で
は
な
く
、
株
式
と

い
う
観
念
的
な
無
体
動
産
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

79
）

R
e H

arvard
 
S
ecu

rities
(in liqu

id
ation

)

﹇1997

﹈2 B
C
L
C 369;

R
e C

A
 
P
acific F

in
an
ce L

td
(in liqu

id
ation

)

﹇2000

﹈1 B
C
L
C 494;

W
h
ite v S

h
ortall 9 IT

E
L
R
 
470

(2006,
N
S
W
S
C
);
P
ea
rso

n a
n
d O

th
ers v L

eh
m
a
n B

ro
th
ers F

in
a
n
ce S

A
 
a
n
d O

th
er C

o
m
p
a
n
ies

﹇2010

﹈E
W
H
C
 
2914

(C
h
);
In th

e m
atter of L

eh
m
an B

roth
ers In

tern
ation

al
(E
u
rope)

(in ad
m
in
istration

)

﹇2011

﹈E
W
C
A
 
C
iv 1544.

80
）

信
託
法
一
八
条
一
項
。
識
別
不
能
時
の
価
格
が
不
明
の
場
合
に
は
均
等
な
割
合
で
帰
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る
（
信
託
法
一
八
条
二
項
）。

81
）

信
託
法
一
六
条
二
項
。

82
）

旧
信
託
法
二
六
条
。

83
）

信
託
法
二
八
条
一
号
。

84
）

信
託
法
二
八
条
二
号
。

85
）

信
託
法
二
八
条
三
号
。

86
）

神
田
秀
樹
‖
折
原
誠
『
信
託
法
講
義
』
弘
文
堂
（
二
〇
一
四
年
）
七
〇
頁
。

87
）

新
井
誠
『
信
託
法
（
第
四
版
）』
有
斐
閣
（
二
〇
一
四
年
）
二
八
九
頁
以
下
。

88
）

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
『
信
託
法
改
正
要
綱
試
案
補
足
説
明
』

二
〇
〇
五
年
）
五
二
頁
、
神
田
‖
折
原
・
前
掲
注

86
）六
九
頁
、
新
井
・
同
上
二

九
五
頁
。

89
）

道
垣
内
弘
人
「
保
管
受
託
者
（cu

sto
d
ia
n tru

stee

）
を
用
い
た
信
託
と
そ
の
法
的
諸
問
題
」
金
融
研
究
二
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）
二
五
一
頁

以
下
。

90
）

道
垣
内
・
同
上
二
五
四
頁
以
下
。

91
）

同
上
・
二
六
九
頁
以
下
。

92
）

信
託
法
二
五
条
一
項
。

93
）

信
託
法
二
五
条
二
項
。

94
）

信
託
法
四
〇
条
。
な
お
、
新
井
・
前
掲
注

87
）二
九
八
頁
。

95
）

G
S
C
,
A
rticle 24(1)(b

).

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
で
は
口
座
管
理
機
関
が
自
己
の
た
め
に
保
有
す
る
証
券
に
つ
い
て
も
加
入
者
╱
投
資
家
の
証
券
数
に

（法政研究83-３- ）74 340

論 説



算
入
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
条
約
外
法
の
適
用
は
排
除
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
締
約
国
法
に
よ
り
口
座
管
理
機
関
が

自
己
の
た
め
に
保
有
す
る
証
券
を
加
入
者
╱
投
資
家
の
証
券
数
に
含
め
な
い
こ
と
も
で
き
る
（G

S
C
,
A
rticle 24(4)

）。

96
）

S
ee G

S
C
,
A
rticles 26,

25(1)
&
24(2).

Ｇ
Ｓ
Ｃ
二
六
条
は
、
か
か
る
損
失
分
担
に
つ
い
て
、
加
入
者
╱
投
資
家
が
一
人
し
か
い
な
い
と
き
は
、

当
該
加
入
者
╱
投
資
家
に
（
二
六
条
二
項
⒜
）、
そ
の
他
の
場
合
に
は
口
座
に
記
載
・
記
録
さ
れ
た
証
券
数
に
按
分
し
て
加
入
者
╱
投
資
家
間
に
配
分
さ
れ

る
旨
を
定
め
て
い
る
（
同
条
同
項
⒝
）。

（
付
記
）
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
（
Ｃ
）、
課
題
番
号16K

03408

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
記
し
て
謝
意
と
す
る
次

第
で
あ
る
。
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